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1.は じめ に

日々、新聞 ・雑誌やテレビにネ ットワー ク(特 に、イソターネット)や マルチメディアの言

葉が温れている。知 らなければ現代人ではないような感 じさえする。 もちろん、知 らないこと

が、即、問題になる訳ではない。 しか しなが ら、大学 という性格上、これ らの内容に無関心で

はいられない1)。

文科系大学である本学で、どこまでネットワーク(イ ソターネット)や マルチメデ ィア教育

を行うべきかについての議論はひとまず置いて、本稿ではまず、現在本学で上記教育が可能な

のか?可 能であるならばどの程度可能なのか?に ついて検討を行 う。その上で、実際の教育の

あ り方や問題点についての考察を行う。

結果として、一定の教育は可能であることが分かった。 しか しながら、同時に多くの問題も

存在することが分かった。

II.情 報処理 セ ンターのシステム

以下 に見 るよ うに、文科系大学にお いて専 門的ではないマル チ メデ ィア ・ネ ッ トワー ク教 育

を行 う上 にお いては、現段階では システムに関 しては必要な ものは一通 りそ ろっている と考 え

られ る(こ の分野 の進 歩は速いので、す ぐに能 力不足にな る可能性が ないわ けで はないが)。

この章 では、本学 の情報処理 セ ソターの システ ムの現状 につ いてまとめる。 ここ2～3年 シ

ステムが大 き く変 更 されてい る。特 に、'96年 度 と'97年 度 で サーバ ・クライア ソ ト機(パ ソコ

ソ)お よび オペ レーテ ィソグシステム(OS)が 変 わ る とい う大規模な もので あった2)。 まず 、

ネ ッ トワー クシステムについてII.1節 で まとめる。続いて、II.2節 とII.3節 で ハー ドウェ

ア(周 辺機器)と ソフ トウェアにつ いてま とめ る。

また、 システ ム導入の参考のた めに購 入 された パソ コソに は、II.3節 以 外の画像 デー タや

映像 デー タ作成 ・加工 プ ログラムが確認用 に イソス トール され てい る。 これ らは通常 の授業 で
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使うことは(3台 程 しかないこともあって)ほ とんどない。一部学生に使用 して もらって、授業

等で使用することに対する使い勝手や問題を提示 して もらっているが、ここでは省略をする3)。

なお、H.2節 とII.3節 のい くつかは 「湊教授:平 成7年 度特色ある教育」 ・ 「中川教授

代表:平 成7年 度総合研究所プロジェク ト研究 『地球 ・人間環境(問 題)に 関する総合的研究』」

および 「横田:平 成8年 度特別研究費1」 の補助を得て購入 した ものである。感激致 します。

H.1ネ ッ トワークシステム

現在 の システ ムは ワー クステー シ ョソをサーバ機 と し、 パ ソコソを クライアソ ト機 とす ると

い う、いわゆ るサーバ ・クライア ソ ト方式 を採用 してい る2)。1996年 度 は、 ワー クステー シ ョ

ンと してサ ン ・マ イク ロシステムズ製 のSUNSPARCstationを 使 用 し、 クライア ソ ト機 と し

てNEC製 のPC-9801BA3/U2/W(OSはMS-DOSE.2十Windows3.1)を 使 用 した(第1電 算

実習室)。

以下 、1997年 度 の使用 システムについて簡 単にま とめ る(授 業 は第3電 算実習室 を使用)。

図1に 概 念図を示す。
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図1「 情報環境演習」で利用するネットワークの=構成

下線部分はホス ト名を表す。利用 しないパソコソ等は省略してある。

サーバ はHP製 の ワー クステー シ ョソHPVisualizeC160(ホ ス ト名hpO1、hpO2)を 使 用

した(な お、SPP1600/XA-8も サ ーバ機iと して使用可能 である)。OSはUNIXで あ る。

クライア ン ト機 は、HP製 の パ ソ コンVectraVA6/180(ホ ス ト名nt301～nt335)にOSと
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してWindowsNT4.0を 搭 載 した もの を使 用 した 。 これ らはWindowsNTサ ー バ機(HP

NetServerS/166LC:ホ ス ト名 はntsrvO1～ntsrvO3)の 下 に ネ ッ トワー ク化 されて い る。

WindowsNT4.0は 使 用す る時に アカ ウソ ト(ユ ー ザIDと パ ス ワー ド)が 必要 であ るが 、起 動

後 はWindows95と 基 本的には変わ らない。

クライ アソ トか らサーバを利用す る ときは、TELNETを 使 用す る。

II.2ハ ー ドウ ェア(周 辺機器)

この節では、マ ルチ メデ ィア として使 用す るた めの周辺機 器についてま とめ る。 なお、下 記

以外で もCD(CEトROM)か ら も画像 ・映像 ・音 楽等を入 力で きるが、 「情報環境演習」 で考

えてい る教育 内容 と して は使用 しない(著 作権の問題 がある ものは もちろん 、著作権 フ リーで

あ って も)。

1)画 像 デー タ入 力

① イメージスキ ャナ

SHARP製JX-450

A3版 ま で読 み取 り可 能。SUNワ ー クステー シ ョンか ら、 プ ログラムscantoolを

用 いてデー タを読み取 る。学生個人 のデ ィ レク トリが ないので 、担 当教 員のデ ィレ

ク トリに取 り込んで 、パ ソ コソ上 の学 生のZIP等 へ 転送す る必要が ある。解 像度 は

75,100,150,300bpiか ら選 べる。 フ ァイル形式 はTIFF形 式 であ るので 、パ ソ コソ上

でGIFやJPEG形 式 等に変 更 しなければな らな い。

② イ メー ジスキ ャナ(ハ ソデ ィタイプ)

NEOS製NeoscanHandyColor

ハ ソデ ィタイプの スキャナで あるので、通常の写真程度 の大 き さの画像を取 り込 む

ことが出来る。パ ソコソに接続出来 るので便利ではあるが、実際の取 り込みにはちょっ

と したテ クニ ックが必要で ある。慣 れない と綺麗 に画像 が取 り込めない。解像度 は

100～800bpiの 間 で変更で きる。TwAIN規 格 に準 拠 していて 、取 り込み用 の プ ロ

グラム(現 在 、ImageFolioを 使 用)で 保 存す るときに形式を指定 す る。現在 は、

第2電 算実習室の1台 に接続 して使用す る。

③ フィル ムスキャナ

EPSON製CalarioFS-1200ART

フ ィル ムか ら直接画像 デー タを取 り込むので 、印画紙 等に した もの よ り画質 の劣化

が 少 ない。 解像 度 は読 み取 りサ イ ズや 出力機 器 に よって 自動 的に設 定 され る。

TWAIN規 格 に準拠 していて 、取 り込み用 の プ ログラム(添 付 のPhotoEnhancer

を 使 用)で 保 存 す る と き に形 式 を 指 定 す る。 研 究 開 発室 のPowerMacintosh

6100/60AVに 接 続 されてい る。
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④ デ ジタルカ メラ

RICOH製DC-2

フ ィルムを使 わずに直接 デジタル デー タと して記憶 す るため、画質の劣化 はない。

ただ し、現在のデ ジタル カメ ラの解像度 は通常 の フ ィル ムに比べて落 ちる(解 像 度

をあげ るため には、 よ り高価 なカ メ ラが必要)。 デー タはDSC形 式 で あ るが 、取

り込み用の プログラム(DU-2)で 形 式を変更できる。研究開発室のNECPC9801BA3

に接 続 して読み込む ことがで きる。

なお、10秒 間 な らば音声 も可能。

2)映 像データ入力

① ビデオカメラ

SONY製CCD-TRV101NTSC(HandycamvideoHi8)

ビデオカメラの場合、特に機種を問わない。Sビ デオ端子または通常のAV端 子へ

の出力が出来れば、取 り込み可能である。当然、取 り込むためにはSビ デオ端子ま

たは通常のAV端 子への入力端子がついているパソコソが必要である(読 み取 り用

のプログラムも必要。データの形式はプログラムによる)。

なお、上記機種を購入 したのは、特に意味があるわけではなく、値段と機能による。

デジタルビデオにしなかった理 由は以下の通 り。

① 通常使用する映像データでは、(高 解像度の)デ ジタルカメラによる映像は必

要ない。② 学生(ま たはその家庭)が 持っているであろうビデオは8ミ リが多い

と考えられる。従って、8ミ リの ビデオがあれば、テープだけを持って来れば取 り

込みできる。③8ミ リ以外のデジタルやVHSで も、Sビ デオ端子または通常のA

V端 子の出力端子のある再生装置を持って くれば取 り込みは可能である。

3)音 声デー タ入力

1)の ④および2)を 用いて入力することが可能である。また、一部マイクか ら直接入力

することも可能な機種 もある。

4)デ ータ加工とは関係ないが、記憶容量の大きい画像 ・映像や音声データを記憶するために、

'97年 度からはフロ
ッピィディスクの他にZIP(100メ ガバイ トまで記憶可能)を 利用 して

いる(HPVectraに 接続されている)。

H.3ソ フ トウ エア

ここで は、主 と して画像 デー タを入力 ・加工す るた めのプ ログラムについて まとめる。

なお 、授 業で使用 した(す る)文 字デー タ(HTMLフ ァイル)入 力 プ ログラムはWindows

に 標 準添付 され ている 「メモ帳」であ る。 また 、ホームペー ジ作成のための ブ ラウザ(ビ ュー

ア)と して'96年 度 後期はNetscapeNavigatorを 使 用 し、'97年 度 か らはlnternetExplorerを

使 用 している。
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1)画 像 デー タの入力 ・加工

① ペイ ソ ト(ブ ラシ)(Windowsに 標 準添付)

絵 や写真 を ドッ ト(ピ クセル)単 位 で処理 で きるプ ログ ラム。Windowsに 標 準 で

添付 されて いる。WindowsNT4.0(Windows95と 基 本的に 同 じと考えて よい)に

添付 されてい る方が 、扱 える色の種類な どが 多い。 デー タはBMP形 式 であ る。

2)画 像 デー タの フ ァイル形式 の変 更(こ れ らも、一部加工 が可能であ る)

①PaintShopPro('96年 度 後期)

②Lviewpla('97年 度 前期)

③MicrosoftPhotoEditer('97年 度 後期)

④ フ ィル ムスキ ャナやデ ジタル カメラ等 に添付 されてい るプログラム

(こ れ らは、1台 ず つであ るので、画像 デー タ取 り込み時に使用す る)

DU-2デ ジ タルカ メラ取 り込 み用(リ コー製)

PhotoEnhancerフ ィル ムスキ ャナに添付(キ ャ ノソ製)

ImageFolio現 在 、ハ ンデ ィスキ ャナ取 り込み用(MicroSoft製)

これ らは、作成 また は入力 され た デー タを 、 イソ ター ネ ッ ト用の画 像 デー タ形式で あ る

GIFお よびJPEG形 式 の フ ァイルに変換 す るこ とがで ぎる。基本 的には 、どの プ ログラム

を使用 して も構 わない。 システム(パ ソコソ)に 搭載 されて いるプ ログラムを使用すれ ば

よい。使 い方 に大 きな違いは ない。

3)映 像 デー タの作成(今 の ところ授業 では使 用 していない)

①3次 元 可視 化 ツールAVS5.3

HPワ ー クステー シ ョソにイ ソス トール され てい る。

皿.教 育の実践例

これまで、マルチメディア ・ネッ トワーク教育を行 うために必要なプログラムを含めたシス

テムについて見てきた。

しか し、重要なのは、それ らを用いて如何に効果的な教育を行い得るかである。授業を担当

する教員側と受ける学生側の問題およびカリキュラムという 「もの」ではない部分が重要であ

ろう。本章では、 「マルチメディア ・ネ ットワーク教育」を行う授業の1つ である 「情報環境

演習1・II」 を主として参考に しながら、本学における教育の現状と問題点を整理する。

m.1教 養 部 にお ける情報科 目

まず初 めに、教養 部にお け る情報 科 目4),5)に つ いて簡 単に整理 す る。情 報科 目は主 と して

「情報 ・環境 コー ス」 の科 目と して設定 されている。す なわち、 「コソピュー タ入門」 は全 コー

ス共通で あるが、そ の他 の 「情報論1・II・m、 情報環 境演習1・II」 は情報 ・環境 コー スの

科 目で ある(「 演 習」以外は他の コースで も受講 は可能)。
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情 報 論1

情 報 論II

情 報 論m

情報環境演習1・H
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まず 「コソピュー タ入門」

る ことが望ま しい。そ して、 まとめと して 「情報環境演 習1・H」 を受講 し、知 識や技術を深

める ことを考 えて カ リキュ ラムは構成 されている6)。

な お、現在 カ リキュ ラムの見直 しを行 っていて、1999(平 成11)年 度 か ら一部変更 され る予

定であ る7)。

今 まで コソピュー タや ワープ ロ(専 用機)を 全 く触 った ことのない学

生 を対 象に、 ワー プ ロ ・表計算 ・グラフィ ックの基礎を実習す る。 ク

ラ リス ワー クス1.OforWindowsを 使 用す る。 定員 は70人(2人 で

1台)。1997年 度(以 下 同 じ)は2ク ラス。

コン ピュー タの しくみについての講義 と簡単 なネ ッ トワー ク(電 子 メー

ル)の 実習を行 う。講義 は、 「ハー ドウェァ ・ソフ トウェァ ・デー タ

の表現方法(2進 法 を含 む)」 な どコンピュー タを利用す るにあた っ

ての基礎知識の解説 を行 う。実 習を伴 うので定員 は70名 。4ク ラス。

プ ログラミソグ入門。C言 語に よるプログラム作成 の実習。定 員35名 。

2ク ラス。

デー タ管理。 デー タの表現方法 ・記憶方法や処理方法 についての解説

と実習。2ク ラス。

情報 ・環境 コースの学生 のみが履修で きる演習。情報論1ま たは情報

論Hの いずれか の単位 を取 得 してい ることが必要 で、演習1と 演習H

を 同時に受講 しなければな らない。定員 は30名 。4ク ラス。

・ 「情報論1」 を受講 し、 「情報論H」 ・ 「情報論 皿」を受講す

m.2「 情報環境演習」における実践

「情報 ・環境 コース」の学生のみが受講できる科目である 「情報環境演習」の情報部門(湊

教授および横田が担当。ただ し、本論文でにおいては、著者(横 田)の 授業について述べる)

では、 コソピュータを用いたネットワーク(イ ソターネット)お よびマルチメディア教育を念

頭において授業を行っている5)。ただ し、授業内容や方法については、試行錯誤 している状態

である。

まず、 「情報環境演習1・II」 の特徴をまとめると、

① 「情報論1」 または 「情報論H」 のいずれかの単位を取得 していなければならない。 こ

れは、 「演習」をコンピュータ用語やデータの種類 ・容量などの知識や 「電子メール」の

使用方法などの知識があるものとして行うためである。

②rI」 ・1」 を同時に履修 しなければならない。 このため、週2回 授業がある。また、

「1」 ・「II」については特に区別をせず、通 しの授業を行っている。

③30名 を限度とする(20名 以下が望ま しい)。 実際には、横田担当のクラスは、'96年 度

後期は11名 、'97年 度前期は8名 、後期は18名である。

④ 課題のテーマについては自分で設定する。また、 「演習」の性格上、必要最小限の説明
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を行い、後は各自実習を行 う中で個別指導を行 う形で授業を進める。

⑤ 通常の指示は、 「電子 メール」によって行 う。特に、その 日の授業の内容やすべき事が

書いてあるので授業の初めに、メールを見るように指導 している。

⑥ アカウソ トはNT、 ワークステーションとも、演習用に作成 したhyO1～hy30を 利用 して

いる。次のセメスタの授業開始時までに、すべてクリアする(作 品は著者のホームディレ

ク トリ8)に移 してお くので、消えてなくなる訳ではない)。

等があげられる。

次に、授業内容についてまとめると、1997年 度は

① 「情報論1」 ・ 「情報論H」 の確認のための試験お よびTELNETと 電子メールの操作

の確認。実際には、ほとんど忘れている状態なので、 しばらくは復習にあてられる。

② 初めにパソコソ(WindowsNT)で もアカウソ ト(ユ ーザ名とパスワー ド)が 必要であ

ることの説明と起動のための実習、ZIPの 解説とフロッピィディスクの初期化など。

③ イソターネ ッ トについての復習 と解説。テキス ト9)添付のCD-ROMを 用いたWWW

(ホームページ)の 解説。

④ 著作権を初めとする情報倫理についての説明。

⑤ ホームページ作成のための解説(主 としてパソコソ上)。

データ入力(メ モ帳 ・ペイン トブラシ等)、HTMLの 解説 と実習。

画像データのファイル形式の変更の仕方の解説と実習。

画像 ・映像データのスキャナ等による取 り込み方の解説(実 演)。

⑥ ホームページ作成のための解説(ワ ー クステーショソ上)

ワークステーショソへのファイル転送(FTP)。

ホームページ用ディレク トリの作成等'o)。

ワー クステーシ ョソのコマン ド(主 として ファイル管理)の 解説。

⑦ ホームページ作成のための解説(机 上)

画像データの記憶形式についての解説。

テーマに基づいてホームページの構成 を考える(個 別指導)。

⑧ 一定の解説が終わったら、各自のペースで課題(ホ ームページ作成)を 行 う。この段階

では個別指導になる。個別の質問に答えた り作成中の画面などをみて指導を行っている。

⑨ 成績は、試験11)と課題8)、 出欠、授業時の状況などを総合 して評価する。

等である。④以降は必ず しもこの順序に行 う訳ではな く、必要に応 じて変更す る。その他、で

きるだけ空いている時間はセソターに来て実習(自 習)す るように指導 している。

週2回 という授業形態のため休講や行事があっても週1回 は操作できるため 「電子メール」

などは比較的難なく使えるようになる。また、少人数であるため、学生個人に対 しての指導が

しやすい。当然一人一台ずつパ ソコンを使用するので、ある程度の技術の修得が可能である。

次に問題点について整理 してみる。

今年は、第3電 算実習室は授業でほぼ満杯の状況であった。そのため、授業時間以外の自習
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の時間がとり難いという問題があった。1998年4月 からは第1・2電 算実習室 も同 じ構成にな

る予定であるので、この問題は解消されると思われる。ただ し、実際には締切間際にならない

と自習を しない学生が殆どであるが。

多くの学生は 「情報論1・II」 の内容を忘れていることが多いため、かな り復習を行わなけ

ればならない。また、 「電子 メール」なども比較的難な く使えるようになるのは終わ り頃になっ

てからである。従って、このような状態で授業を行うため極めて中途半端な授業になって しま

う危険性が多いのは事実である。

課題 「ホームページ」のテーマについては、学生個人にまかせている。その後、構成(項 目

や内容をまとめた もの)を 提出させたりして、適宜指導 している。 この点での指導にまだ不十

分さがあるのではないかと考えている。学生は、とりあえず思いつ くままにデータを作成す る

ことに終始 している。従って、完成 したホームページも関連のない項 目がただ並べられている

だけという学生 もいる。

いままでみてきたシステムや教育実践の成果や問題点をまとめると、以下のようになる。

① 文科系のシステムとしては、適当であると思われる。

② ただし、スキャナ等は1台 ずつである等、数の面で問題がある。

③ 情報教育は積上げが必要であるため、カ リキュラムをきちんとしなければならない。ま

た、そのことを学生に理解させる必要がある。

④ ③とも関係 して、現状の教員では、多 くの学生に対 して教育を行うことは不可能である。

⑤ 演習としては20名 程度(以 下)が 適当である。

⑥ 週2回 の授業形式が効果をあげるためには重要である。

⑦ 授業の目的 ・目標が時として不明確になる。

⑧ 授業時間以外の実習(自 習)時 間の保証が重要である。

⑨ 最後に、学生の受講意欲の問題がある。思 った以上に学生は、イソターネ ット・マルチ

メディアに関心がないのか もしれない。授業(課 題)と は別にセンターに来る学生は3名

程度 しかいない。

ここでは、特に⑦について もう少 し詳 しく取 り上げてみる。

「演習」としてどのような内容の授業を目指すのがよいかについてはいろいろな考えがある

が、一つの目標として 「文章表現法」とは異なった 「ホームページ」作成を 一種の 「プレゼソ

テーション」の練習の場とするという考えも(少 しは)あ る。 しか しながら、構成等の作業の

指導が不十分であるために実現 しているとは考えに くい。現状のように 「授業時間」内で作成

のための時間をとると、 コンピュータの操作法に多 くの時間をとられてしまう。授業中は徹底

して構成等の作業の指導を行い、授業時間以外でホームページの作成を行わせるのがよいのか

もしれない。ただ、そのような形式を現在の学生達は好まないのが現状であり、難 しい問題で

ある。

目標を 「プレゼンテーショソ」の練習の場 とす るか、技術の修得の場にす るのかによって、
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授業 内容や授業形態 は変化す る。例 えば、現在 はCD-ROMか らの著作権 フ リー の画像 デー タ

の使用 は認 めていない し、 ホー ムペー ジ作成 のための ツール も使用 していない。 しか し、 「プ

レゼソテーシ ョン」 の練 習の場な らば、必ず しも禁 止す る必要 はないか も しれない。

同 じような ことは、電子 メールについて もいえる。現在、電子 メールは、 ワー クステーシ ョ

ソ上 のmailコ マ ソ ドを利用 してい る(日 本語 エデ ィタはmule)。 考 え方 に よって は、 メール

ツール を使 うのが よいか も しれない。 しか しなが ら、必ず しもツールが優 しい(使 いやす い)

と も限 らない し、特 定の ツールに慣れ る ことが学 生に とって よい ことか どうか分か らない。

現在 の基 本的考 え方は、学生に対 して は 「情報 処理の基本的 な知識や技 術を身につけて もら

う」 ことで ある(本 当は 「プ レゼ ソテー シ ョン」 も視野 にいれ たいので あるが)。 このた め、

特殊 なプ ログラムや機器な どは使わず 、また、高度な テ クニ ックについて も原則 と して使用 し

ないよ うに指 導 してい る。

4年 間の カ リキ ュラムの中での各科 目の位 置づけがは っき りしなけれ ば、 「目的」 も 「目標」

もはっき りしな くな るのは 当然で あると考 え られ る。 「テ クニ ック(技 術)の 修得」 と 「道具 と

ての利用」は、1つ の科 目内で行 うのは(特 にセ メス タ制 になって)極 めて難 しくなって いる。

IV.今 後の課題

今まで、マルチメデ ィア ・ネットワーク教育の可能性および現段階での実践について検討 し

てきた。 これらを元に、今後の課題についてまとめる。

①4年 間を念頭においたカリキュラムの作成

現状では、高学年になるほどコソピュータを使用 しなくなっている12)。

いわゆる積み上げ方式(あ る科 目の理解の上に立って、次の科 目を履修する)の 徹底が

必要であると思われる。

次の② との関連でも、各科 目の位置づけをはっきりさせることが必要である。

② 情報教育の科目とその 目的 ・目標の明確化

全体の学生 基礎 リテラシ(日 本語入力 ・Window操 作 ・ファイル管理等)

電子 メール ・情報の収集(WWWを 含む)

情報倫理

一部 の学生 専門科 目での利用以外での応用(よ り深 く)

プレゼンテーション(ホ ームページ作成を含む)

画像 ・映像等のデー タ処理(操 作技術の修得)

プログラミソグ(手 順を踏んだ処理を行 う訓練)

などが考えられるが、どこまで行 うのがよいかについてのコソセソサスはない。

③ 週1回 の授業の確保

休講 ・休 日・行事等を考えると週2回 の授業が必要。特に、2週 連続の休みは、それま

での授業がほとんど無意味になる。また、 リテラシは、短期集中型の授業が望ましい・
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④ 一人1台 の授業

担当教員の絶対数が少ないため実現は難 しい。なお、実習科 目(特 に、技術の修得に多

くの時間を削く授業)は 非常勤講師では問題がある。その理由は、以下の通 りである。1)

大学によってシステムが異なるため、本学のシステムを理解 してもらうのに時間がかかる。

2)そ のため、授業時間の間、専任の教員がサポー トしなければならない。3)学 生の質

問に専任教員が答えられない(答 えるには他教員の授業内容を理解 しておかなければなら

ない)。4)実 際にそのような教員を探すことは難 しい。つま り、専任の教員への負担が

増大することになる。

V.お わ りに

マルチメディアやネ ットワーク教育は、単に技術の取得にとどまることは出来ないだろう。

あくまで道具の一種であるから、それ らを用いた応用を体験 していかなければ学生個人のもの

にはなっていかないのではないだろうか。そのためには、現在の授業数や形態では問題がある

と思われる。先にも書いたが、4年 間を通 した情報教育のカリキュラムが必要であると思われ

る。上級生になるほど、 コソピュータの利用頻度が減るような状況12)を改める必要があろう。

そのために、教養部のカリキュラムの見直し7)も必要であるが、全学にわたるカ リキュラムの

検討 も必要である。

現在、学生に対 して学外利用 も可能なイソターネットのアカウソトを与えることに対する検

討が行われている。近い将来、多くの学生(全 学生?)が アカウソトを持 って、インターネッ

トを利用することになるであろう。そのための教育方法(授 業か講習会形式か等)・ 与える条

件13)や学生のアカウン ト・ファイル管理等の問題など、通常の授業での教育に留まらない問題

点を多 く含んでいる14)。しか し、本論文の目的ではないので、ここでは触れない。

本稿を作成するにあたって、機材等の購入を初めとして 「平成8年 度特別研究費1」 の補助

を受けました。あらためて感謝致 します。

註および参考文献

1)毎 年開かれる私立大学情報教育協会(通 常 「私情協」 と省略 される)大 会や情報処理教育研究集会(文

部省および開催大学主催)に おいて各大学や文部省での取 り組みが報告されている。今年度については、

以下を参照のこと。

第11回 私情協大会資料、1997年9月;

平成9年 度情報処理教育研究集会講演論文集(文 部省 ・室蘭工業大学主催)、1997年10月 。

また、私情協では大学における情報教育についての調査や提言を行っている。例えば、

「情報基礎教育 モデルシラバス(1997年 度版)」;

「学生へのアカウソ ト・パスワー ド発行に関するアソケー ト:ア ソケー ト結果の概要について」情報

倫理教育振興研究委員会(1997)。
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2)情 報処理セソターのシステムの詳細については以下を参照のこと。

1996年 度までは、

「情報処理セソター利用の手引き(第2版)」1994年3月 及び 「情報処理セソター利用の手引(第2

版補遺)」1997年3月 。

1997年 度からは、

湊敏:「 新 システムの概要:平 成9年4月 導入システム」奈良大学情報処理セソター年報N18、

PP.1-10、1997年9月;

「情報処理セソター利用の手引き(第3版)」1997年 度 内発行予定。

なお、第1・2電 算実習室は接続するサーバがCONVEX・SUNか らSPP・HPに 変更された以外は

1996年 度 と基本的には同じである。(第1・2電 算実習室は1998年4月 からは第3電 算実習室と基本的

に同じ構成になる予定である。)

3)学 生 が作成 した画像や映像データは、現在

URLh廿p=//sparc2/～guestO3/index.html

URLh廿p=//sparc2/～guestて)5/index.html

URLh廿p=//sparc2/～guestO6/index.htm1

で見 ることができる。ただ し、学外からは見られない。

4)横 田:「 『情報関連科目』の現状と問題点:奈 良大学教養部の新カリキュラムについて」平成7年 度情

報処理教育研究集会講演論文集(文 部省 ・大阪大学主催)pp.93-96、1995年10月 。

5)授 業内容については1996年 度および1997年 度の 「講義要項」を参照のこと。

6)必 ず しも学生には、この考え方が浸透 していない(理 解されていない)ら しく、いきなり 「情報論皿」

を受けた りして、担当者を嘆かせている。 「演習」以外には、受講に関する制限を設けてはいないが、

開講年次等によって示 しているつもりである。つまり、 「演習」を受講す るには 「情報論1」 または

「情報論H」 の単位を修得 していること。 「情報論1」 および 「情報論H」 は1年 次から、 「情報論m」

は2年 次からという指定になっている。また、 「情報論H」 については、コソピュータの使用経験があ

ることが条件であることが 「講義要項(シ ラバス)」 に明記されている。

7)平 成11(1999)年 度からの科 目については、現段階では確定 していないが、以下の案が考えられている

(よって、変更があり得る)。

コンピュータ入門一 全くコソピュータやワープロを触ったことが学生を対象に、集中講義形式で授

業を行う。内容として、ウィソドゥ操作 ・日本語入力(漢 字変換)・ ファイル

管理等の実習。1ク ラス35名 。

情報基礎(新 設科目)一 「コソピュータ入門」単位取得者またはそれと同等以上の知識 ・技術を有する

ものに対 して、情報倫理に関する講義とネットワーク(イ ソターネット)の 実

習(電 子メールなど)を 行 う。1ク ラス70名(本 当は35名 が好ましいが)。

情報論1現 在の 「情報論1」 から、電子 メールの実習部分を除いた純粋な講義科目とす

る。従って、クラスの定員はなくす。

情報論H以 降は、現在と同じ。

「コソピュータ入門」と 「情報基礎」を全コース共通に し、それ以外を現在の 「情報 ・環境 コース(名

称の変更も考えられている)」 の科目とする。

8)授 業 「情報環境演習」で学生が作成したホームページは、現在

URLh廿p://hpO1/酎yokotah/index.htmI

で見 ることができる。なお、著作権等の関係で全ての学生の作品は載せていない。また、学外から見る

ことはできない。

9)「 情報環境演習」の(1997年 度の)テ キス トは

伊藤穣一監修 、千葉麗子 ・西村章著 「千葉麗子 とつ くるイソターネ ッ ト・ホームページ(2nd

Education)」 、株式会社ピー ・エヌ ・エヌ、1996年 。

10)湊 敏:「 学内WWWサ ーバーの利用」奈良大学情報処理セソター年報No.7、pp.1-9、1996年10月 。

これは、1996年 度 までのシステムについての解説であるが、基本的な部分については現システムにおい

ても変更はない。

11)1997年 度(前 期)の 試験はイソターネットを利用 して行った。手順はr① 「電子メール」で指示を見る。
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②rFTP」 によってファイル(HTMLフ ァイルと画像ファイル)を パソコソに転送する。③ 「画像デー

タ」をブラウザで見られる形式に変更する。④ブラウザでHTMLフ ァイルを見る(問 題が書かれてい

る)。 ⑤解答を 「電子メール」で教員宛てに送付する。』である。課題作成に必要な技術のみであるは

ずだが、1時 間の予定が実際には1時 間30分 ほ どかかった。週2回 の授業で も、練習不足は否めない。

12)情 報処理セソター電算実習室の利用状況(学 科 ・学年別データ)は 、情報処理セソター発行のセソター

ニュースにデータが掲載されている。また、自己点検 ・自己評価報告書(の 情報処理セソターの項)に

も掲載される予定である。

13)註7)で 記 した新設科 目である 「情報基礎」の単位取得者は、別に開催される講習会(当 然1人1台)

を受講 して認められればアカウソトが与えられる。という案が考えられているが、現段階では未定であ

る。

14)例 えば、以下に報告されている。

平成9年 度情報教育問題フォーラム資料(私 情協主催)、1997年 お よび文献1)。

校正時の註

註13)と の関連で、情報処理セソター運営委員会(10月23日 開催)お よび正強学園ネットワー ク委員会

(10月30日 開催)に おいて、以下のように学生にアカウソトを与える暫定案が承認された。

学生にアカウソトを付与することに関しては、学部における情報処理教育の充実が第一である(こ の案に

ついての詳細は省略)が 、当面、緊急避難的に講習会を開催 して付与する。

しかし、講習会により全学生に対 して一斉にアカウソトを付与することは難 しいので、新3回 生を対象に

暫定的な講習会を実施する。講習会の参加資格については、就職部に就職希望を登録していること、コソピュー

タ入門程度の知識 ・技術を有 していること、UNIXの 知 識 ・技術を有 していることの全ての条件を満た し、

「利用同意書」を提出した学生のみ とする。

これ以外の方法として、ゼ ミ担当教員 ・情報関連科目教員のもと指導を行い、責任のもてる学生に対 して

も指導教員自身がユーザ登録 ・管理 ・環境設定を行うことにより、アカウソトを付与することができる。

アカウソ トの付与の際に、学生に 「利用同意書」を提出させ、情報倫理規定などの諸規定に違反 した学生

に対する処分については、緊急を要するものはネットワーク委員会にその権限を委任 し、それ以外について

は、学生指導委員会などにおいて対応する。
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